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空中衝突に関係した管制官が殺害される 
 

 2002年 7月 1日スイスの管制下にあったロシアのチャーター便と DHL貨物機が衝突しドイ

ツ国内に墜落した事故はまだ記憶に新しいところです。この事故に関係したスイスの航空管制官

が２月 24日自宅前で殺害されました。 

スイス航空管制協会（Swiss Air Traffic Controller’s Association – Sky Control）はこの死を悼み 3

月 5日、彼の葬儀の行われる 30分の間、ヨーロッパの空港で離陸を差し止めることをヨーロッ

パ各国の管制協会に要請しました。 

 この事件の犯人、動機などはまだ捜査中で明らかになっていませんが、当該事故の犠牲者の関

係者とみられています。 
 
IFALPA本部からの情報では次の各国の管制協会がこの要請に応えているとのことです。 

ギリシャ：国内全空港における 1200UTCより短時間の離陸差し止め 

リトアニア：1155UTCより 20分の離陸差し止めと声明発表 

セルビアモンテネグロ：NOTAMを発し 30分間の離陸差し止め 

スイス：NOTAMを発し 30分の離陸差し止め 

ポルトガル：弔意を含む予告放送に続き１分間の通信沈黙 

デンマーク：弔意を含む予告放送に続き１分間の通信沈黙 

フランス：1200UTCより 10分間の離陸差し止め 

スロバニア：30分の離陸差し止め 

ラトビア：1200UTC より 15分の離陸差し止めと１分間の通信沈黙 

他のヨーロッパ諸国：航空管制の部署での 5分間の作業中止および 1200UTCより１分間の

起立黙祷 
 

 航空管制官と空の安全を共有する我々としては、仲間である管制官の身に起きた事件を遺憾に

思います。 

                             （以上） 



  

 


